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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ニューロメジンNとニューロテンシンという2つのペプチドの共通前駆体をコードしています。ニューロテンシンは分泌型のトリデカペプチドで、中枢神経系全体に広く分布しており、神経伝達物質または神経調節物質として機能すると考えられます。ドーパミン関連の病態生理学的イベント、腸管の構造と機能の維持、脂肪代謝の調節に関与している可能性があります。ニューロテンシンは、細菌や真菌に対して抗菌活性も示します。組織特異的なプロセシングにより、一部の組織ではニューロメジンNとニューロテンシンのより大きな形態が形成される可能性があります。これらの大きな形態は、生物学的に活性な、より安定したペプチドである可能性があります。[RefSeq提供、2014年10月],function:ニューロテンシンは、脂肪代謝の調節において内分泌または傍分泌の役割を果たしている可能性があります。平滑筋の収縮を引き起こします。,オンライン情報:ニューロテンシンのエントリ,類似性:ニューロテンシンファミリーに属します。,細胞内位置:分泌小胞内にパッケージ化されています。,
	研究分野
	神経伝達物質、生体アミン、ドーパミン、神経科学、神経伝達、分泌小胞、シグナル伝達、代謝、脂質代謝
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	ニューロテンシンポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞、HepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

